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《12 月 22 日》
●株式会社 i TV　様
　地上デジタルテレビ 10 台

《12 月 28 日》
●株式会社 玉城（グッディ）　様
　　　　　　　　500,000 円

《ふるさと応援寄附金（12/1 ～ 12/31）》
●山本滋隆様・岸公昭様・西村昭徳様・北條達人
様ほか 26 名の方から、総額 34 万円のご寄附をい
ただきました。
※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町ホームページで紹介しています。

■
昨
年
は
３
件
の
火
災
が
発
生

　

町
内
の
火
災
の
う
ち
、
種
別
で
は
建

物
火
災
が
１
件
、
そ
の
他
火
災
が
２
件

発
生
し
、
計
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

建
物
火
災
を
み
る
と
昨
年
よ
り
４
件
減

少
し
、
出
火
原
因
は
放
火
（
疑
い
）
な

ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
過
去
10
年
間
で
み
る
と
、
玉
城

町
は
10
年
平

均
約
８
件
火

災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
消

防
本
部
管
内

（
玉
城
町
・

伊
勢
市
・
度

会
町
）
で
は

64
件
と
増
加

し
て
い
ま

す
。

　
平
成
21
年
の
町
内
の
火
災
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
昨
年

１
年
間
の
発
生
件
数
は
３
件
で
、
平
成
15
年
の
２
件
に
次
い
で
少
な
い
発
生
件

数
で
し
た
。
毎
日
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
『
火
』
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
が
火
災
に
繋
が
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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玉城町内過去10年間の火災件数

【社会福祉協議会】
《12 月４日》

●喫茶白ゆり　様　５７, ３７０円
《12 月 16 日》

● UI ゼンセン同盟 ミマス労働組合　様　２０, ０００円
《12 月 21 日》

●京セラミタ 株式会社　様
	 ３５, ４４５円
●京セラミタ労働組合　様
	 ２０, ０００円
●京セラミタ㈱ 社員募金　様
　　	 ２６７, ３３３円

《12 月 21 日》　●匿名　様　	 ２, ９１０円

ありがとう手帖 そ
の
１　

早
く
知
ら
せ
る

・
大
き
な
声
で｢

火
事
だ
！｣

と
叫
び
、

隣
近
所
に
知
ら
せ
る
。
声
が
出
な
い

場
合
は
非
常
ベ
ル
や
音
の
出
る
も
の

を
た
た
い
て
知
ら
せ
る
。

・
ど
ん
な
小
さ
な
火
で
も
必
ず
１
１
９

番
通
報
す
る
。

そ
の
２　

早
く
消
す

・
火
が
横
へ
広
が
っ
て
い
る
う
ち
は
消

火
可
能
。

そ
の
３　

早
く
逃
げ
る

・
火
が
天
井
に
届
い
て
し
ま
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
避
難
す
る
。

　

平
成
22
年
新
春
恒
例
の
町
消
防
団
出

初
め
式
が
１
月
10
日
、
お
城
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
舌
古
団
長
以
下
58
人
の

団
員
が
参
加
し
、
今
年
一
年
の
無
火
災
・

無
災
害
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
通
常
点
検
、
来
賓
祝
辞
が

あ
り
、
辻
村
町
長
は
「
昨
年
は
風
水
害

等
出
動
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

消
防
団
員
の
力
を
期
待
い
た
し
ま
す
。」

と
訓
示
し
、
団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
優
良
団
員
や
永
年
勤
続
団
員

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
団
員
・
消
防
車
５
台
の

消
防
車
に
よ
る
分
列
行
進
、
一
斉
放
水

と
お
城
ひ
ろ
ば
に
ア
ー
チ
を
描
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
次
の
方
々
の
栄
誉
と
功
績
を

称
え
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰　

【
功
績
章
】

　

山
下　

健
一

【
表
彰
徽
章
】

　

岩
﨑　

浩
介　
　

池
森　

登

　

飯
島　

正
樹　
　

荒
木　

良
輔

●
三
重
県
消
防
協
会
南
勢
支
会
長
表
彰

【
優
良
章
】

　

見
並　

智
俊　
　

松
尾　

高
敬

　

松
井　

雅
和　
　

奥
田　

鋼
平

●
玉
城
町
長
表
彰

　

右
優
良
章
に
同
じ

《
消
火
器
》

　

各
家
庭
に
置
い
て
い
る
初
期
消
火
に

大
切
な
消
火
器
の
耐
用
年
数
は
「
お
お

む
ね
８
年
」
で
す
。
こ
の
年
数
は
あ
く

ま
で
も
目
安
で
あ
っ
て
、
消
火
器
の
設

置
環
境
や
点
検
整
備
の
状
況
に
よ
り
、

現
実
に
は
短
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

設
置
し
て
い
る
消
火
器
の
製
造
年
月
日

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
る
も
の
や
容
器
の
サ
ビ
が
見
つ

か
っ
た
も
の
は
、
速
や
か
に
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
》

　

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
、
既
存
住
宅
は
平
成
20
年
６
月
１
日

か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
の
家
庭
は
速
や
か
に
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

一
昨
年
に
比
べ
、
町
内
の
救
急
出
場

件
数
は
13
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
伊
勢

市
消
防
本
部
管
内
全
体
で
は
出
場
件
数
・

搬
送
人
数
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

通
報
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、

全
国
平
均
で
６
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
発
見
か
ら
通
報
す
る
ま
で

の
時
間
や
通
報
か
ら
救
急
車
出
動
ま
で

の
時
間
を
入
れ
る
と
、
発
見
か
ら
救
急

車
到
着
ま
で
10
分
以
上
か
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
間
は
あ
な
た
の
努
力

に
よ
っ
て
短
縮
で
き
ま
す
。

①
１
１
９
番
通
報
す
る

②
消
防
本
部
職
員
の
質
問
に
応
え
る

※
電
波
の
関
係
で
、
必
ず
し
も
管
内

の
消
防
本
部
に
接
続
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、

他
の
地
域
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
携

帯
か
ら
の
通
報
で
は
、
必
ず
市
町

村
名
が
必
要
で
す
。
地
元
で
受
信

し
た
以
外
は
、
そ
の
地
域
を
管
轄

す
る
消
防
本
部
に
通
報
を
転
送
し

ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
管
内
の
職

員
が
出
る
ま
で
待
っ
て
か
ら
、
詳

し
い
内
容
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

③
通
報
者
の
氏
名
・
到
着
場
所
（
目
標

　

物
等
）
等
を
伝
え
る

④
通
報
後
、初
期
処
置（
心
配
蘇
生
法
等
）

　

を
行
う

１
秒
で
も
早
く
救
急
車
が
到
着
す
る
よ

う
、
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
通
報
を
！

　
～
ご
注
意
～

　
消
防
署
や
自
治
体
の
職
員
が
消
火
器

や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
個
人
宅
に
訪

問
し
、販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
悪
質
な
業
者
に
は
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

火
災
件
数
と
現
況

玉
城
町
消
防
団
出
初
式

救
急
・
救
助
搬
送
が
増
加

防
災
（
防
火
）
器
具
の
点
検
を

忘
れ
ず
に
！

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

あ
な
た
は
何
を
し
ま
す
か
？

初
期
消
火
の
３
原
則

【救急】
計 玉城町 伊勢市 度会町 応　援

平成20年 出場件数 5,600 549 4,759 286 6
搬送人数 5,344 513 4,553 272 6

平成21年 出場件数 5,781 536 4,936 305 4
搬送人数 5,569 524 4,750 292 3

【救助】
計 玉城町 伊勢市 度会町

平成20年 出場件数 61 5 51 5
搬送人数 37 3 29 5

平成21年 出場件数 48 7 38 3
搬送人数 24 2 20 2



城あとに夢を築くまち たまき　2010.2

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場

Tamaki Pickup

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

4

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

注
目
の
話
題

平
成
22
年 

玉
城
町
成
人
式
　

美
し
国
お
こ
し
・
三
重
対
話
す
る
大
会

「
時
を
越
え 

今
甦
る
先
人
の
力
！
」
開
催

第
３
回 

美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

「
玉
城
町
チ
ー
ム
」
結
団
式

ア
ス
ピ
ア
玉
城

　
　
ふ
れ
あ
い
の
館

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

こ
の
ほ
ど
、
ふ
れ
あ
い
の
館
改
修
工

事
が
完
了
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
温
泉
利
用
者
の
「
風
呂
上

り
に
靴
を
履
か
ず
に
ゆ
っ
く
り
で
き
た

ら
…
…
」
と
い
う
声
か
ら
実
現
し
た
も

の
で
、
温
泉
か
ら
上
が
り
、
よ
り
く
つ

ろ
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
フ
ロ
ア
の

一
部
を
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
張
り
替
え
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
入
館
の
際
に
は
、
履
物

は
脱
い
で
い
た
だ
き
、
備
え
付
け
の
下

駄
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
忘
れ
物
が
増
え

て
い
ま
す
。
お
帰
り
の
際
は
手
荷
物
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
、
ふ
れ
あ
い
の
館
に

是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

お
問
合
せ
は
、
産
業
振
興
課
（
５
８
）

８
２
０
４
ま
た
は
ア
ス
ピ
ア
玉
城
ふ
れ

あ
い
の
館
（
５
８
）
８
８
０
０
へ
。

　

美
し
国
お
こ
し
・
三
重
対
話
す
る
大

会
「
時
を
越
え　

今
甦
る
先
人
の
力
！
」

が
、
12
月
20
日
午
後
1
時
か
ら
保
健
福

祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
で
は
、「
先
人
に
学
ぶ

～
近
世
伊
勢
に
お
け
る
本
草
学
」
と
題

し
、
岐
阜
薬
科
大
学
の
田
中
俊
弘
特
命

教
授
が
講
演
さ
れ
、
本
草
学
を
切
り
口

と
し
た
、
こ
の
地
域
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、

当
時
の
人
々
の
健
康
志
向
な
ど
に
つ
い

て
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
た
楽
し
い
内
容
で

し
た
。

　

ま
た
、
交
流
会
で
は
参
加
者
が
10
程

度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
今
何
を
す

べ
き
か
、
自
分
た
ち
は
何
が
で
き
る
か

な
ど
に
つ
い
て
予
定
の
時
間
を
超
え
て

話
し
合
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
者
か
ら
「
交

流
会
の
開
催
は
大
変
有
意
義
で
あ
る
。

〝
井
の
中
〟
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感

想
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、「
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
」

の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
地
域
を
元

気
に
す
る
取
組
み
を
み
ん
な
で
考
え
る

場
、「
座
談
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
に
参
加
し
て
み

た
い
、
話
を
聞
い
て
み
た
い
、
い
ろ
ん

な
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
い
・・・
と
思
っ

て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課

（
５
８
）
８
２
０
４
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

２
月
21
日
（
日
）
開
催
の
第
３
回
美

し
国
三
重
県
市
町
対
抗
駅
伝
に
向
け
、

「
玉
城
町
チ
ー
ム
」
の
結
団
式
が
、
12
月

26
日
（
土
）
に
中
央
公
民
館
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
三
重
県
庁
前
か
ら
県

営
陸
上
競
技
場
（
伊
勢
市
）
ま
で
の

４
２
・
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
29
市
町

が
10
区
間
で
競
い
ま
す
。

　

結
団
式
で
は
、
大
会
に
臨
む
監
督
・

選
手
ら
が
集
結
し
、
辻
村
町
長
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
チ
ー
ム

を
代
表
し
、
阪
江
監
督
か
ら
「
み
ん
な

で
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、昨
年
度
（
町

の
部
８
位
入
賞
）
を
上
回
る
成
績
を
目

標
に
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
い
決
意
表

明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

大
会
当

日
、
町
内
で

は
第
９
区
の

マ
ク
ド
ナ
ル

ド
玉
城
店
東

で
午
前
10
時

30
分
頃
に
タ

ス
キ
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
、「
玉
城

町
チ
ー
ム
」
を
ぜ
ひ
、
応
援
し
て
く
だ

さ
い
！

〔
玉
城
町
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
（
敬
称

略
）〕

監　

督　

阪
江
謙
二

コ
ー
チ　

古
﨑
正
敏　

第
１
区
（
小
学
生
女
子
）

　

森　

絵
菜
・
中
東
香
菜
・
伊
藤
瑞
歩

第
２
区
（
小
学
生
男
子
）

　

出
口
創
久
・
増
田　

央

第
３
区
（
中
学
生
女
子
）

　

小
林
恵
梨
子
・
中
西
琴
音
・
板
倉
菜
也

第
４
区
（
中
学
生
男
子
）

　

中
西　

陸
・
佐
野
緒
息

第
５
区
（
40
歳
以
上
男
子
）　

　

大
森
和
彦
・
岩
﨑
誠
二

第
６
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
）

　

辻
井
三
嗣
・
筒
井
勇
仁

第
７
区
（
一
般
女
子
）

　

槌
田
恵
理
香
・
中
村
祐
子

第
８
区
（
20
歳
以
上
女
子
）

　

沖
見
英
里
・
北
原
江
利
香

第
９
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
）

　

鈴
木　

唯
・
石
原
瑞
穂

第
10
区
（
20
歳
以
上
男
子
）

　

南　

 

綱
介
・
平
生
和
輝

　
　
　
　
【
平
成
21
年
12
月
26
日
現
在
】

アスピア玉城

●ふれあいの館　

・営業時間：am10：00～ pm9：00（入浴受付はpm8：00まで）
・料　　金：大　　人　５００円（１２歳以上）
　　　　　　子 ど も　３５０円（１２歳未満）
　　　　　　　※３歳未満無料
　　　　　　老　　人　３５０円（６５歳以上）
　　　　　　障がい者　３５０円
・休 館 日：水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

お問合せ：５８－８８００

　

１
月
10
日
、中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
平
成
22
年
玉
城
町
成
人
式
が
行
わ

れ
、
晴
れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
全
員
が
平
成
生
ま
れ
と
な
り
、

男
性
74
人
、
女
性
70
人
、
合
計
１
４
４

人
が
成
人
式
に
出
席
し
ま
し
た
。（
町
内

で
は
１
７
７
人
）

　

式
典
は
、
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
加
藤
教
育
委
員
長
か

ら
の
式
辞
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
新
成
人

を
代
表
し
て
、
東
貴
哉
さ
ん
か
ら
「
新

成
人
誓
い
の
言
葉
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
記
念
撮
影
、
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
ス
ー
ツ
や
晴

れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
ら
は
、
旧

友
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
写
真
を

撮
り
合
っ
た
り
、
近
況
報
告
な
ど
の
話

し
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

3
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ウォッチング
議
会

ひと＋まち＋くらし

平
成
21
年　

第
7
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

　

平
成
21
年
第
7
回
玉
城
町
議
会
定
例

会
は
12
月
10
日
開
会
し
、
条
例
改
正
を

は
じ
め
、
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
、
12
議
案
を
上
程
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
18
日
閉
会
し
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
人
権
擁
護
委
員
の
谷
野
育
子
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
後
任

委
員
に
橘　

尚
明
氏
（
曽
根
）
を
推
薦

す
る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を

求
め
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

任
期
が
平
成
21
年
12
月
21
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
委
員
を
選
任

し
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
氏
名
（
敬
称
略
）

　

下
村　

久
（
勝
田
町
）、
上
田
登
美
夫

（
勝
田
）、
松
尾
昭
彦
（
岡
出
）

　
▼
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

船
員
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
地
方

公
務
員
で
あ
る
船
員
の
う
ち
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
も
地
方
公
務

員
災
害
補
償
法
の
規
定
に
基
づ
く
補
償

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
関
係
条

文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
お
よ
び
21
年
の
地
方
税
法

改
正
を
受
け
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係

条
文
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

民
生
費
：
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
お
よ
び
医
療
費
の
増
加

に
伴
う
福
祉
医
療
費
の
増
額
、
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
減
額
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
室
指
導
員
賃
金
の
増
額

衛
生
費
：
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
お
よ
び
予
防
接
種
委

託
料
の
増
額

商
工
費
：
次
年
度
桜
ま
つ
り
準
備
委

託
料
の
計
上
お
よ
び
山
村
振
興
事
業

会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額

土
木
費
：
工
事
請
負
費
を
減
額
し
土

地
購
入
費
を
新
規
計
上

消
防
費
：
防
災
情
報
基
盤
施
設
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
整
備
事
業

費
の
新
規
計
上

教
育
費
：
台
風
18
号
の
被
害
に
よ
る

施
設
修
繕
料
お
よ
び
村
山
龍
平
翁
生

誕
１
６
０
周
年
記
念
事
業
に
係
る
準

備
費
用
の
新
規
計
上

災
害
復
旧
費
：
11
月
11
日
の
豪
雨
に

よ
る
災
害
復
旧
工
事
請
負
費
の
新
規

計
上

　

こ
の
ほ
か
、
人
件
費
に
お
い
て
期
末

勤
勉
手
当
の
減
額
を
各
科
目
で
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
千
１
９
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
４
９
億
１
千
３
９
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ

い
て

　

６
千
９
１
４
万
７
千
円
を
増
額
し
、予

算
総
額
を
１
３
億
７
千
１
７
８
万
６
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
平
成
21
年
度
上
半

期
の
医
療
費
の
増
加
に
伴
う
保
険
給
付

費
の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　

▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５
０
万
６
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

７
千
５
８
７
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
諸
収
入
、
財
産
収
入
、

繰
入
金
の
増
額
、
歳
出
で
は
物
件
費
な

ど
管
理
運
営
費
の
精
査
、
工
事
請
負
費

の
増
額
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
９
万
１
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
２
千
７
１
０
万
５
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

歳
出
で
は
、
維
持
管
理
修
繕
料
の
増

額
と
基
金
利
子
収
入
の
減
額
、
歳
入
で

は
、
消
費
税
還
付
金
の
確
定
に
よ
り
増

額
し
、
一
般
会
計
繰
入
金
で
調
整
を
し

ま
し
た
。

▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

２
千
５
８
１
万
６
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
９
億
２
８
万
８
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付

費
の
減
に
伴
う
保
険
給
付
費
の
減
額
が

主
な
も
の
で
す
。

●
条
例
の
一
部
改
正

●
平
成
21
年
度　

各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど　

12
議
案
原
案
可
決

▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
２
千
９
８
４

万
９
千
円
の
増
額
、
支
出
で
１
千
５
９

万
６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
６

億
３
千
４
４
６
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
の
収
入
で
一
般
会
計

か
ら
の
負
担
金
２
９
万
８
千
円
の
増

額
、
支
出
で
５
９
万
７
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。
収
入
が
支
出
に
不
足
す
る
額

２
９
万
９
千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
の
支
出
で
営
業
費
用
の

原
水
費
、
配
水
費
、
総
係
費
で
６
２
万

円
の
増
額
、
資
本
的
収
支
の
支
出
で
水

道
拡
張
費
１
２
万
２
千
円
の
増
額
が
主

な
も
の
で
す
。

　
▼
平
成
21
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
消
費
税
還
付

金
５
０
０
万
円
の
増
額
、
支
出
で
処
理

場
費
４
４
０
万
２
千
円
、
総
係
費
で

３
５
万
７
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
企
業

債
８
２
０
万
円
を
増
額
し
、
他
会
計
補

助
金
で
１
千
２
２
９
万
７
千
円
の
減
額
、

受
益
者
負
担
金
で
１
千
２
５
７
万
円
の

増
額
、
支
出
で
施
設
費
８
２
６
万
１
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

玉城町長

　厳しい寒さが続いております。みなさんいかが
お過ごしでしょうか。

　１月１０日、平成 22 年成人式が挙行され、
177名が新たに大人の仲間入りとなりました。
今年から全員が平成生まれの新成人となります。
これからの大いなる活躍に期待し、心から祝福申
し上げます。

　新年早々良いお話が届いています。ボランティ
アグループ『サポーターさくら（谷口惠津子　代
表）』の活動が、平成２２年１月号の全国広報誌「厚
生労働」に取り上げられました。町内で暮らす認
知症の方やその家族を応援するため、現在、自
治区や老人会などに出向き活動を広められていま
す。全国表彰（平成２１年７月２６日）も受けられ
町として大変誇りに思い、敬意を表します。

　また 2月2１日に開催される「第３回美し国三
重　市町対抗駅伝」の結団式が12月２６日に行
われました。阪江監督をはじめ出場選手の表情
から力強い決意が見受けられ、今から楽しみにし
ております。当日は、みなさんの声援をよろしく
お願いします。

　そして第５回ふるさと講演会（詳細 P8 記載）
は太田孝さん（原出身）をお招きし、『昭和・平成
のツーリズムから、ふるさとの魅力を考える』と
題し、ご講演いただきます。太田さんは近畿日本
ツーリスト㈱相談役・また東海大学教授としてご
活躍中で、観光にスポットをあてた内容をお聞か
せいただきます。ぜひ、足をお運びください。　
　現在、平成 22 年度の予算編成中であります。
本格的に始まる第５次総合計画策定等、様々な
問題に住民の皆様方のご協力も得ながら、しっか
り取組んで行きたいと存じます。

　1月15日　町長室にて
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　まだまだ寒い日が続きますが、少しずつ春の足音
が聞こえてくるように思います。
気に入った本との出会いで、心を温め、一足先に春
を引き寄せてみてはいかがですか。
玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取り揃え、
皆さんのご来館をお待ちしています。どうぞご利用
ください。なお、新規でご利用の方は図書カードの
登録が必要です。（身分証明書をご持参ください）

●購入図書
山崎豊子「小説ほど面白いものはない」「大阪づく
し　私の産声」、天童荒太「静人日記」、長門裕之「待っ
てくれ、洋子」、東野圭吾「さまよう刃」、野村克也

「野村の革命」、細川茂樹「家電俳優」、司馬遼太郎「坂
の上の雲一～八巻」、山藤章二他「『サラ川』傑作選」、
松谷みよ子他「真夜中の学校レストラン」、大原ま
ゆみ「親子で楽しむきりがみずかん」

（絵　本）
かがくいひろし「おふとんかけたら」「おもちのき
もち」、La ZOO「だあれかな」、竹下文子「ざっく
ん！ショベルカー」、島田ゆか「バムとケロのそら
のたび」、ジーン・マルゾーロ「ちっちゃなミッケ！
どうぶつがいっぱい」、キヨノサチコ「ノンタン　
バースデイブック」「ノンタン　ぱっぱらぱなし」「ノ
ンタン　こちょこちょこちょ」「ノンタン　ボール
まてまてまて」「ノンタン　いもうといいな」
 ( 健　康 )
チョン・ジュヨン「毒出し『黒豆』ダイエット」

　読みたい本のリクエストがありましたら下記まで
お願いします。（予算、内容に照らし、購入を検討
させていただきます。）

問合せ先　玉城町図書館　TEL 58-8212

■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
の
発
行

を
受
け
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
の
有
効

期
間
は
、
発
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間
で
す
。

３
年
を
過
ぎ
て
失
効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電
子

申
告
な
ど
の
電
子
申
請
・
届
出
に
使
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

更
新
を
希
望
す
る
方
は
、
つ
ぎ
の
要
領
に
注
意
し

て
、
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
更
新

手
続
き
を
行
っ
た
場
合
は
、
現
在
の
電
子
証
明
書
は

直
ち
に
失
効
し
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
は
手
続
き
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間

で
す
。

　

な
お
、現
在
の
電
子
証
明
書
が
失
効
し
た
後
で
も
、

新
し
い
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
受
付
場
所　

税
務
住
民
課

○
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・

　

日
・
祝
日
を
除
く
）

○
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た
住
基
カ
ー

　

ド
・
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料
（
写
真
付
き
の

　

公
的
な
証
明
書
：
例　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
）

・
発
行
手
数
料　

５
０
０
円

税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課（
５
８
）８
２
０
１

■
『
地
域
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
開
催

　

第
Ⅰ
部
の
「
ふ
る
さ
と
講
演
会
」
で
は
、
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
相
談
役
（
前
社
長
）
で
、
今
年
４

月
か
ら
東
海
大
学
観
光
学
部
教
授
と
し
て
就
任
予
定

の
太
田　

孝
さ
ん
（
原
出
身
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

第
Ⅱ
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各

分
野
か
ら
パ
ネ
ラ
ー
を
招
き
「
玉
城
ら
し
さ
」
を
活

か
し
た
産
業
振
興
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
玉
城
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
（
入
場
無
料
）。

▼
日
に
ち　

３
月
13
日
（
土
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

▼
内　

容

　

第
Ⅰ
部　

第
５
回
ふ
る
さ
と
講
演
会

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
か
ら
）

　
　
　
　
　

講
師
：
太
田　

孝
さ
ん
（
原
出
身
）

　
　
　
　
　
『
昭
和
・
平
成
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
、　

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
考
え
る
』

　

第
Ⅱ
部　

地
域
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
（
午
後
２
時
15
分
か
ら
）

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課（
５
８
）８
２
０
４

【
伊
勢
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

平
成
20
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
つ
ぎ
の
方

法
で
提
出
さ
れ
た
方
に
は
、
平
成
21
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
電
子
申
告
（
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
さ
れ
た
方
。

○
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

　

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
さ
れ
た
方
。

○
申
告
会
場
に
お
い
て
、
電
子
申
告
を
利
用
さ
れ
た

　

方
。

　

以
上
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年
分
所

得
税
の
確
定
申
告
に
つ
き
ま
し
て
も
、電
子
申
告（
ｅ

︱
Ｔ
ａ
ｘ
）
の
利
用
、国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
利
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

お
問
合
せ

伊
勢
税
務
署
管
理
運
営
部
門　
（
２
８
）
３
１
９
１

※
伊
勢
税
務
署
で
は
、
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て

い
ま
す
。
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

■
早
め
の
手
続
き　

す
ま
せ
て
、
安
心

自
動
車
の
検
査
登
録
制
度
等
は
、
車
社
会
を
支
え
る

ル
ー
ル
で
す
。

　

月
末
・
週
末
は
、
登
録
申
請
手
続
き
・
相
談
等
が

〈
太
田　
孝
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

昭
和
19
年
生
ま
れ
。

昭
和
41
年
、
横
浜
市

立
大
学
を
卒
業
後
、

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
㈱
に
入
社
。
支
店

長
、
人
事
部
長
、
経

営
戦
略
担
当
常
務
な

ど
を
歴
任
し
、
平
成
16
年
１
月
に
代
表
取
締
役
社
長

と
な
る
（
現
、
相
談
役
）。
今
年
４
月
か
ら
東
海
大

学
観
光
学
部
教
授
に
就
任
予
定
。
ま
た
観
光
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
各
分
野
で
活
躍
中
。

集
中
し
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
特
に
、
年
度
末
の

３
月
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
自
動
車
の
登
録
等
、
自
動
車

税
等
に
関
す
る
手
続
き
は
、
次
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
申
請
・
届
出
関
係
》

●
普
通
自
動
車
・
２
５
０
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ

　

三
重
運
輸
局　

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
５
５

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る
案
内
）
は
、

　

24
時
間
利
用
可
能
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
登
録
等
手
続
き
の
情
報

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
部
運
輸
局http:w

w
w.m

lit.go.jp/chubu/

●
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

　

０
５
９
（
２
３
４
）
８
４
３
１

●
１
２
５
㏄
を
超
え
２
５
０
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　

三
重
県
軽
自
動
車
協
会

　

０
５
９
（
２
３
４
）
８
６
１
１

●
１
２
５
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　

玉
城
町
役
場　

税
務
住
民
課

《
税
金
関
係
》

●
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　

三
重
県
自
動
車
税
事
務
所

　

０
５
９
（
２
２
３
）
５
０
４
２

●
軽
自
動
車
税
（
２
５
１
㏄
以
上
の
オ
ー
ト
バ
イ
含

む
）

　

軽
自
動
車
税
協
議
会

　

０
５
９（
２
３
４
）７
０
７
６

■
水
質
事
故
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
関
係
機
関
に

通
報
を
！

　

迅
速
で
的
確
な
通
報
が
き
れ
い
な
川
と
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
を
守
り
ま
す
。

「
川
に
油
が
流
れ
て
い
る
！
」「
川
に
魚
の
死
骸
が
浮

い
て
い
る
！
」
川
や
水
路
で
異
常
を
発
見
し
た
ら
、

左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

通
報
窓
口　

玉
城
町
生
活
福
祉
課

三
重
河
川
国
道
事
務
所０

５
９
（
２
２
９
）
２
２
１
８

生
活
福
祉
た
よ
り
①

生
活
福
祉
課（
５
８
）８
２
０
３
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子育て支援＆保健事業カレンダー　 保健福祉会館　ＴＥＬ 58-8000

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
）
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

国
の
平
成
21
年
度
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
（
子
宮
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
）
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
る
方
は
、
表
の
生
年
月
日
に
該
当

す
る
特
定
の
年
齢
の
方
と
な
り
、
町
が
実
施
す
る
検

診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
９
月
に
検
診
手
帳
、
ク
ー
ポ
ン
券
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限
は
、
平
成
22
年
3
月
31
日

で
す
。

子　　　育　　　て
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

2月2日（火） 1歳のひろば 10：30～
　11：30 保健福祉会館 パパ、ママのためのフラ

ワーアレンジメント
H19.4.2～
H20.4.1生まれの
お子さん

要 実費500円を徴収。
15組

2月4日（木） 赤ちゃんサロン 10：30～
　11：30 保健福祉会館 「絵本の話」・みんなでお

しゃべり
1歳までの赤ちゃ
んとその保護者 ―

2月16日（火） 2歳児のお子さ
ん集まれー！

10：30～
　11：30 保健福祉会館 はな♪はな♪おはなし会

H18.4.2～
H19.4.1生まれの
お子さん

―

毎週月曜日 
　～金曜日

子育て支援タイ
ム「にこにこ」

10：00～
　15：00

保健福祉会館 
（幼児児童福
祉室）

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士が
楽しくふれあう場です。 
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・お
ばあちゃんも大歓
迎）

― 土・日・祝日は休み

保　　　健　（母子）
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

2月10日（水） 離乳食教室　　
（中期～完了期）

10：20～
　11：45 保健福祉会館 離乳食についての講和と

試食
生後８カ月～１歳
６カ月未満のお子
さんとその保護者

要 母子手帳をお持ちく
ださい。

2月3日（水） ３歳児健康診査
12：50～
　13：20 

（受付時間）
保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・身

体計測・問診など

Ｈ18.8.1～
Ｈ18.9.30生まれ
のお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

2月１2日（金） ７カ月児相談
13：00～
　13：15 
(受付時間）

保健福祉会館
はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞か
せ・身体計測・問診・離乳
食の相談・育児相談

Ｈ21.6.16～
Ｈ21.7.15生まれ
のお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

2月12日(金) 
   　 25日(木） 乳幼児相談

12日　 
10：00～
　11：30 
25日 
10：00～
　11：30 
13：00～
　14：30

保健福祉会館
身体計測・離乳食や子育
て全般に関する相談・助
産師のおっぱい相談（12
日午前のみ）

生後2カ月～未就
園のお子さん ―

おっぱい相談
のみ要予約。 
 
母子手帳をお持ちく
ださい。

3月4日（木） 歯っぴい教室
13：15～
　13：30 

（受付時間）
保健福祉会館 歯の講和・歯科健診・フッ

素塗布体験
H19.11.1 ～
H20.1.31生まれ
のお子さん

要 該当者には個人通知し
ます。

保　　　健　（成人）
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

2月1日(月） 健康相談 9：30～　
　11：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に関

する相談 40歳以上の方 ―

毎週火曜日 個別乳がん検診
火曜日 
13：30～
　15：00 玉城病院

40歳以上 
マンモグラフィ検診・超
音波検診・医師の視触診 
30～39歳 
超音波検診・医師の視触
診

30歳以上の女性 要

料金 
40歳以上：1,200円 
30～39歳：700円 
年度内は１人１回に
限ります。 
マンモグラフィの撮
影は男性技師となり
ます。

＊子宮頸がん
年　齢 生　年　月　日
２０歳 昭和６３年４月２日～平成　元年４月１日
２５歳 昭和５８年４月２日～昭和５９年４月１日
３０歳 昭和５３年４月２日～昭和５４年４月１日
３５歳 昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日
４０歳 昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日

＊乳がん
年　齢 生　年　月　日
４０歳 昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日
４５歳 昭和３８年４月２日～昭和３９年４月１日
５０歳 昭和３３年４月２日～昭和３４年４月１日
５５歳 昭和２８年４月２日～昭和２９年４月１日
６０歳 昭和２３年４月２日～昭和２４年４月１日

対象者

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」
巡
回

相
談

▼
日
に
ち　

２
月
10
日
（
水
）・
24
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場　

所　

町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ

生
活
福
祉
た
よ
り
②

生
活
福
祉
課（
５
８
）８
２
０
３

■
平
成
22
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
込
み
受

付
　

平
成
22
年
度
入
所
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け

付
け
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　

２
月
１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）

【
対
象
児
童
】

　

町
立
小
学
校
に
通
学
す
る
（
予
定
者
含
む
）
小
学

１
・
２
・
３
年
生
（
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
児
童
は
６

年
生
ま
で
）

【
申
込
資
格
】

　

児
童
の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
を
含
む
）
が
、
労

働
等
に
よ
り
対
象
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
限
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
保
健
福
祉
会
館
お
よ
び

生
活
福
祉
課
備
え
付
け
の
「
玉
城
町
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
入
所
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
護

者
（
65
歳
以
下
の
同
居
の
保
護
者
含
む
）
の
就
労
証

明
書
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
も
申

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
所
承
認
】

　

関
係
書
類
を
審
査
の
う
え
、
３
月
上
旬
に
決
定
し

ま
す
。

【
利
用
料
】
月
額
５
、０
０
０
円

【
申
込
用
紙
等
の
配
布
】

　

１
月
25
日
（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。
そ
の
他
当

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

春
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
等
の
臨
時
申
込
み
方
法

は
本
紙
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用

者
説
明
会
を
３
月
14
日
（
日
）
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

詳
し
く
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
・
保
健
福
祉
会
館
・

生
活
福
祉
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
電
話
番
号

は
「
ま
ち
か
ど
掲
示
板
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
公
募
に
つ
い
て

　

町
で
は
、第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
22
年
度
に
事
業
を
開
始
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
指

し
ま
す
。

募
集
す
る
地
域
密
着
型
事
業
者

▼
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
　
　
　
　
　

１
ユ
ニ
ッ
ト (

定
員
９
人)

▼
募
集
数　
　

１
事
業
所(

１
箇
所)

▼
募
集
期
間　

２
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

▼
応
募
手
続
き

　

２
月
１
日
か
ら
応
募
す
る
事
業
者
に
「
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集
要
項
」
を
配
布
し
ま
す
。

※
お
問
合
せ
の
う
え
、
生
活
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

＊
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）・
子
宮
が
ん
検

診▼
日
に
ち　

2
月
20
日
（
土
）

▼
時　

間　

乳
が
ん　

午
前
9
時
30
分
・
午
前
10
時

　
　
　
　
　

30
分
・
午
後
1
時
・
午
後
2
時

　
　
　
　
　

子
宮
が
ん　

午
後
1
時
・
午
後
2
時

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
定　

員　

乳
が
ん　

60
人　

子
宮
が
ん　

70
人

▼
対　

象　

乳
が
ん　

30
歳
以
上
の
女
性

　
　
　
　
　

子
宮
が
ん　

20
歳
以
上
の
女
性

▼
料　

金　

乳
が
ん　

１
、１
０
０
円

　
　
　
　
　

子
宮
が
ん　

  

８
０
０
円

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
対
象
者
を
優
先
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

■
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
の
処
理
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
11
月
か
ら
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
を
適
切
に
処
理

し
、
再
資
源
化
す
る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
ご
と
に
毎
年
１
度
ま
た
は
２
度
の
期
間
を

決
め
て
、
廃
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
「
登

録
販
売
店
」
で
受
付
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
社
団
法
人
日
本
舟
艇
工
業
会
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
３
５
６
７
）
６
９
２
９

http://w
w

w
.m

arine-jbia.or.jp

保
健
事
業
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館（
５
８
）８
０
０
０
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

城あとに夢を築くまち たまき　2010.213

お
知
ら
せ
広
場

12 711

有 料 広 告

〒 516-0805　伊勢市御薗町高向 1658　TEL：0596-24-2540
http://www.kyoeigakuen.ac.jp/　Email：iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理学療法学科

★リハビリのスペシャリスト
薬や手術による治療にも限界があります。近年その限界を超え
る可能性を持った新たな治療手段としてリハビリテーションが
注目されています。リハビリテーションとは単なる機能の訓練
ではありません。その先にある人間性の回復を目ざしています。
このなかで重要な役割を担うのが理学療法士です。あきらめかけ
ていた回復への道が開けた時、この喜びは患者様ご本人のみなら
ず理学療法士にとっても何事にもかえがたい喜びでもあります。
本校では、身体機能の低下された方が豊かな人生をすごせるよう
な助力を理学療法士の立場から学びます。本学園が有する伊勢志
摩中央リハビリテーションセンターでの臨床現場重視の教育も
特色すべきものです。

●一般入試・社会人入試（面接・小論文）2月20日(土)出願2/17必着
●オープンキャンパス2月6日（土）

理 学 療 法 士 に な ろ う！理 学 療 法 士 に な ろ う！

　
　

21

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

　

冬
本
番
。
冷
た
い
季
節
で
す
ね
。
空
気
の
澄
ん

で
い
る
冬
の
夜
空
は
星
が
き
れ
い
で
す
。
一
度
見

上
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し

て
「
こ
と
ば
」
を
使
い
ま
す
。
こ
と
ば
が
な
か
な

か
出
な
い
と
心
配
さ
れ
る
お
母
さ
ん
は
案
外
多
い

も
の
で
す
。「
こ
と
ば
」
と
い
う
の
は
、
毎
日
の
生

活
の
か
か
わ
り
の
中
で
育
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

最
近
、
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
向
か
っ
て
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
の
に
、
子
ど
も
の
心
に
届
い
て
な
い

な
あ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
と
ば
が
遅

い
と
悩
ん
で
い
た
お
母
さ
ん
は
、
大
人
同
士
が
し
ゃ

べ
る
よ
う
に
子
ど
も
に
話
し
て
い
ま
し
た
。「
赤

ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
に
は
ゆ
っ
く
り
と
は
っ
き
り
と

話
し
て
あ
げ
て
ね
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
、
し

ば
ら
く
し
て
「
少
し
こ
と
ば
が
出
て
き
た
わ
」
と

言
っ
て
み
え
ま
し
た
。
ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
に
気

づ
く
だ
け
で
変
化
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
目
が
向
い
て
い
る
こ
と
を
こ

と
ば
で
大
人
が
表
現
し
て
あ
げ
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
食
事
の
と
き
に
子
ど
も
が
お
い
し
そ

う
な
表
情
を
し
た
ら
、「
お
い
し
い
ね
、
も
っ
と
食
べ

た
い
ね
」
と
子
ど
も
の
目
を
み
て
言
っ
て
や
る
と
、

子
ど
も
は
自
分
の
今
感
じ
て
い
る
気
持
ち
を
こ
と
ば

と
し
て
学
ぶ
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
自
分
の

気
持
ち
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
安
心
感
が
、
よ
り
一

層
大
人
と
の
信
頼
を
深
め
る
で
し
ょ
う
。　

　

子
ど
も
の
こ
と
ば
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
機

関
銃
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
る
お
母
さ
ん
も

時
々
見
か
け
ま
す
が
、
逆
効
果
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
う
ま
く
こ
と
ば
が
で
な
い
と
き
も
ゆ
っ
く
り

と
あ
せ
ら
せ
な
い
で
、
聴
く
態
度
で
待
っ
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
と
ば
を
話
す
こ
と
と
、
聴
く
こ
と
は

大
き
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
い
て
も
文
字
と
し
て
の

こ
と
ば
は
覚
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
こ
と
ば
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
こ
と
ば
」
と
い
う
ツ
ー
ル
を
通
し
て
、
家

族
や
友
達
と
心
と
心
が
つ
な
が
り
あ
う
体
験
を
た
く

さ
ん
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
総
合
支
援
室 

電
話（
５
８
）８
０
０
０

平
成
22
年
度 

伊
勢
広
域
環
境
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
の

登
録
に
つ
い
て

伊
勢
広
域
環
境
組
合（
３
７
）１
２
１
８

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
所
開
設

県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部　
　
　
　
　
　

上
田
郁
雄（
２
８
）２
８
３
５

川
元
秀
幸（
２
１
）３
１
２
０

　

平
成
22
年
度
に
伊
勢
広
域
環
境
組
合
の
競
争
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
を
希
望
す
る
方
は
次
の
と

お
り
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１　

平
成
21
年
度
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
方
は
、

　
　

必
要
書
類
の
提
出
で
自
動
更
新
と
な
り
ま
す
。

２　

新
規
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
入
札
参
加
資
格

▼
日
に
ち　

２
月
27
日
（
土
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

田丸　（５８）３０７７　外城田　　（５８）３９２５
有田　（５８）４４１１　下外城田　（５８）４９３２
※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。

●２月３日（水）午前中
　　　　（田丸保育所・有田保育所）
●２月17日（水）午前中
　（外城田保育所・下外城田保育所）

町立保育所
園庭開放の
ご　案　内

教
育
た
よ
り

教
育
委
員
会（
５
８
）８
２
１
２

■
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
を
お
持

ち
で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭
に
学
用
品
費
、
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま

す
。

　

次
の
よ
う
な
家
庭
の
児
童
生
徒
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

▼
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

　

に
な
っ
た
家
庭

▼
生
活
保
護
家
庭
に
準
ず
る
程
度
生
活
に
困
っ
て
い

　

る
家
庭

▼
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
又
は
徴
収
猶
予
の
家
庭

▼
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
家
庭

　

以
上
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
、
そ
の
他
、

生
活
状
態
が
不
安
定
な
家
庭
が
基
準
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
現
在
受
給
中

の
家
庭
で
、
引
き
続
き
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度
の
申
請
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
年
度
途
中
の
申
請
も

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
申
請
日
の
翌

月
か
ら
支
給
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

社
協
た
よ
り社

会
福
祉
協
議
会（
５
８
）６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
に
ち　

２
月
10
日
（
水
）・
20
日
（
土
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権

　
　
　
　
　

擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
に
ち　

2
月
10
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

▼
内　

容　

ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
に
ち　

2
月
19
日
（
金
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

▼
対　

象　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

▼
日
に
ち　

2
月
3
日
・
17
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
後
４
時
～
４
時
30
分

▼
場　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
に
ち　

2
月
10
日
・
24
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

▼
場　

所　

梅
が
お
か
児
童
館

　
　

審
査
申
請
書
を
提
出
し
、
業
者
登
録
を
行
っ
て

　
　

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
広
域
環
境
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w

w.isekouiki.or.jo

」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
場　

所　

い
せ
ト
ピ
ア
（
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
３
階
研
究
室
２
）
伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２
番
地

１
２　

電
話
（
２
１
）
０
９
０
０
（
予
約
不
要
）

▼
内　

容　

相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
不
動
産
登

記
全
般
、
会
社
の
設
立
・
増
資
・
役
員
の
変
更
な
ど

の
商
業
登
記
全
般
、
自
己
破
産
・
調
停
・
個
人
再
生

手
続
、
法
律
扶
助
の
方
法
、
訴
え
、
そ
の
他
裁
判
所

提
出
書
類
作
成
、
市
民
の
方
々
が
抱
え
て
い
る
身
近

な
問
題　

な
ど

※
先
着
順
で
す
の
で
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
お
待

ち
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

農 地 制 度 が 変 わ り ま す！農 地 制 度 が 変 わ り ま す！
●平成２１年１２月１５日「農地法の一部を改正する法律」が施行されました。
●新たな農地制度は、①これ以上の農地の減少を食い止め、農地を確保するとともに、②農地の貸借を
　やりやすくして、農地を最大限利用することをねらいとしています。

農地の貸借規定の緩和
●農地を利用できる者の範囲が拡大されます。
　（一定の要件を満たす必要があります）
●市町村等が農地所有者から委任を受け代理して
　担い手に貸付等を行う事業が新設されます。 

●違反転用に対する処分・罰則が強化されます。 
　個人３００万円→個人３００万円 
　法人３００万円→法人１億円 
●都道府県知事等による行政代執行制度が創設さ
　れます。 

●すべての遊休農地が指導の対象となります。
●農業委員会が、年１回農地の利用状況を調査します。 
●遊休農地の所有者等に対しては、農業委員会が指導・
　勧告などを行います。 

●相続等によって農地を取得した人は、農地のある農
業委員会へ届け出が必要になります。（届出を怠ると
罰則規定があります。）

●耕作できない場合等は、農業委員会から貸し借り等
のあっせんを受けることができるようになります。

遊休農地に対する指導の強化

農業委員会への届け出が必要！違反転用に対する罰則の強化

その他詳しくは、農業委員会（産業振興課内　TEL 58-8204）へお問合せください。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は



高校生のみなさんナンブへ行こう！

城あとに夢を築くまち たまき　2010.1

無料スクー
ルバス

玉城町内運
行中！
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SLOW & STEADY 共感運転の南部自動車学校

南部自動車学校では、高校生の方の入校を受付しています。
１８歳になっていない方でも誕生日の３ヶ月前から教習を
開始でき、誕生日が来たら仮免許証を取得できますので、
スムーズな免許取得にはお早目の入校をオススメします。
詳しくは、各高校の生徒指導部に資料を請求してください。
※高校生の方に限り、フリータイム料金 31,500 円を無料にさせて
いただきます。

おかげさまで、平成２０年度普通免許入校数
三重県№１を達成いたしました。高校生の免許
取得も南部自動車学校におまかせください！
※三重県指定自動車教習所協会発表の資料による。

共感運転の

南 部 自 動 車 学 校
℡ 0596-23-1155

〒 519-0503　伊勢市小俣町元町 1648-10
          Web:  http://www.safety-nanbu.com

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）
1月23日～
・平成22年成人式
・消防出初式
・１歳のひろば
・カラフルらいおん
１月30日～
・出前講座（有田小）
・2歳児のお子さん集まれ 　  など
２月６日～
・交流大会（スポ少剣道）　　
・5歳児の遊び（有田保）   など
２月13日～
・獅子舞神事（山神区）   など

行政・広報番組、企画・特別編集番組など

町のお知らせ番組（音声付文字情報）

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。

番組に対するお問合せ 放送に対するお問合せ 役場総務課     TEL 58-8200 （株）アイティビー制作部 TEL 27-0700
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ビデオレポート 

番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
閉会後再放送 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画 

番組予定 1月25日～2月24日
ビデオレポート （毎週土曜日更新）

（毎月1・16日更新）特別番組

番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。注意：
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2月１日～15日
・玉城ふるさと演劇フェスティバル
２月16日～28日
・第７回 福寿学級

１月20日～
・確定申告のお知らせ
２月５日～
・玉城病院からのご案内

役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど 
（毎月5・20日に更新）知っ得、納得

（毎週土曜日に更新）ちょっとたまき

（終了まで）議会放送
・番組の紹介、行政情報など

無料スクー
ルバス

玉城町内運
行中！

高校生のみなさんナンブへ行こう！

特
別
編
　
農
民
の
抵
抗
③

《
山
神
村
農
民
の
心
意
気
》
そ
の
三

　
こ
の
事
件
は
騒
乱
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
厳
し
く
糾

弾
す
る
方
向
で
、
勢
州
奉
行
両
役
は
処
理
す
る
事
は
で

き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。
両
役
が
責
任
を
持
っ
て
管
轄

す
る
「
勢
州
田
丸
領
」
内
で
「
騒
乱
」
が
勃
発
し
た
と

な
る
と
、
自
分
た
ち
の
執
政
上
の
汚
点
と
な
る
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
役
職
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
事
件
を
「
騒
乱
」
と
判
断
せ
ず
、
軽
度

の
「
乱
闘
」
と
し
て
、
取
り
扱
う
よ
う
に
し
た
。
そ
し

て
、
統
治
者
側
に
と
っ
て
不
都
合
な
事
件
の
事
実
は
不

問
の
形
で
遺
棄
し
、
掟(

オ
キ
テ
・
農
民
支
配
の
規
則)

に
抵
触
す
る
事
項
の
み
を
曲
事
（
ク
セ
ゴ
ト
・
掟
に
違

犯
す
る
事
）
と
し
て
、裁
き
の
対
象
と
し
て
処
理
し
た
。

　
さ
て
、
元
文
四
年
九
月
十
八
日
の
事
件
発
生
か
ら
半

年
後
、
翌
年
の
三
月
下
旬
に
吟
味
（
郡
奉
行
所
で
の
調

べ
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
が
久
野
家
老
（
田
丸
知

行
領
の
領
主
）
の
田
丸
城
内
大
目
付
（
家
来
の
監
督
役
）

中
村
次
郎
右
衛
門
の
綴
っ
た
日
誌
に
克
明
に
書
か
れ
て

い
る
。
た
だ
、
前
述
の
よ
う
に
、
久
野
家
老
の
家
来
は
、

支
配
下
の
地
域
で
引
き
起
さ
れ
た
事
件
で
な
か
っ
た
の

で
、紀
伊
徳
川
家
の
直
轄
の
役
所
で
あ
る
、田
丸
の
「
郡

奉
行
所
」
の
吟
味
の
模
様
を
情
報
収
集
と
い
う
形
で
集

め
、
そ
れ
ら
を
微
細
に
わ
た
っ
て
記
録
し
た
。
一
部
の

原
文
も
混
ぜ
て
説
明
を
す
る
。）

　
三
月
廿
日
　
天
気
能
西
風
吹
強

　
一
山
神
村
之
百
姓
共
三
十
人
計
郡
奉
行
所
へ
罷
り
出

候
由
前
程
之
松
茸
山
之
義
吟
味
有
之
由
百
姓
共
申
候
ハ

大
小
衣
類
之
義
取
不
申
段
申
候
由
…

（
念
の
為
、
現
代
文
に
書
き
換
え
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。）

　
三
月
二
十
日
、
天
気
良
く
、
西
風
強
く
吹
く
。
一
、

山
神
村
の
百
姓
ど
も
三
十
人
ば
か
り
が
郡
奉
行
所
へ
出

向
い
た
そ
う
だ
。
以
前
の
松
茸
山
の
事
で
取
調
べ
が

続
（
抑
圧
へ
の
反
抗 

百
姓
決
起
か
）
三
十
四

あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
百
姓
ど
も
が
言
う
の
で
は
、「
腰

に
差
し
た
大
小
や
着
物
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
申
し

た
と
の
事
。

（
江
戸
時
代
の
文
書
と
現
代
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、

句
読
点
の
有
無
・
送
り
が
な
の
有
無
・
型
に
は
ま
っ
た

表
現
の
多
用
な
ど
で
相
違
点
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
記
録
の
冒
頭
に
「
大
小
・
衣
類
は
取
り
申
さ
ず
」
と

あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
吟
味
方
が
最
も
手
こ
ず
っ
た

事
柄
で
あ
っ
た
。

　
何
度
吟
味
し
て
も
、
百
姓
達
は
、
頑
迷
に
こ
の
申
し

分
を
変
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
真
実
を
知
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
っ
た
。

　
久
野
家
老
の
家
来
で
あ
る
足
軽
の
倅
は
事
件
後
に
雲

隠
れ
を
し
て
し
ま
い
、
聞
き
た
だ
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
山
田
の
医
師
の
倅
の
藤
七
は
、
紀
伊
徳
川
家
の
権

力
外
の
神
領
山
田
の
者
で
あ
り
、尋
問
不
可
能
で
あ
る
。

半
年
前
、
和
歌
山
に
い
た
中
村
次
郎
右
衛
門
の
元
へ
田

丸
か
ら
来
た
連
絡
で
は
、「
百
姓
ど
も
が
藤
七
の
大
小

衣
類
を
剥
ぎ
取
っ
た
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
事
実
で

あ
る
と
見
当
は
つ
け
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
を
裏
付
け

る
目
撃
者
の
証
言
が
必
要
で
あ
っ
た
。
吟
味
の
進
展
が

百
姓
た
ち
の
申
し
分
で
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
た
。

　
江
戸
時
代
の
吟
味
の
方
法
は
、「
白
状
」
を
最
重
要

視
し
た
。「
拷
問
」が
、し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、

罪
状
認
定
に
は
、
犯
人
の
「
白
状
」
が
最
短
の
技
法
で

あ
っ
た
。

　
松
坂
に
い
る
勢
州
奉
行
両
役
と
田
丸
の
郡
奉
行
の
相

談
の
一
部
が
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
急
度
吟

味
致
し
水
に
て
も
の
ま
せ
又
ハ
入
牢
に
て
も
申
付
候

…
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
水
責
め
」・｢
牢
屋
に
入
れ

る｣

意
味
で
あ
る
。
容
疑
者
の
顔
を
水
桶
に
突
っ
込
ん

で
苦
痛
を
与
え
白
状
さ
せ
よ
う
と
も
く
ろ
ん
だ
り
、
入

牢
す
る
こ
と
に
よ
り
、
百
姓
達
か
ら
隔
離
し
、
自
白
に

追
い
込
も
う
と
企
て
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
提
供
者
　
加
納
利
和
】

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場



玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

ま ち か ど 掲 示 板
■玉城町役場　 ＴＥＬ58-8200　ＦＡＸ58-4494
　●総務課　　　  ＴＥＬ58-8200
　●税務住民課　  ＴＥＬ58-8201
　●生活福祉課　  ＴＥＬ58-8203
　●上下水道課　  ＴＥＬ58-8207
　●産業振興課　  ＴＥＬ58-8204
　●建設課　  ＴＥＬ58-8205
　●出納室　　　  ＴＥＬ58-8210
　●議会事務局　  ＴＥＬ58-8211
■教育委員会（村山龍平記念館）　
　　　　　　　 ＴＥＬ58-8212　ＦＡＸ58-7588
■玉城病院　 ＴＥＬ58-3039　ＦＡＸ58-7299
■ケアハイツ玉城
　●介護老人保健施設　 ＴＥＬ58-3770　ＦＡＸ58-3790
　●訪問看護ステーション ＴＥＬ58-8117

　●訪問介護ステーション ＴＥＬ58-8117
　●居宅介護支援事業所　  ＴＥＬ58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-7373　ＦＡＸ58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）　
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-8000　ＦＡＸ58-8688
■さくら児童館　　 ＴＥＬ58-8527　ＦＡＸ58-8528
■梅がおか児童館　 ＴＥＬ58-8345　ＦＡＸ58-8346
■いなほの郷児童クラブ室 ＴＥＬ58-3956　ＦＡＸ58-3956
■中央公民館　　　 ＴＥＬ58-6331　ＦＡＸ58-7755
■アスピア玉城
　●玉城ふれあいの館 ＴＥＬ58-8800　ＦＡＸ58-8801
　●ふるさと味工房アグリ ＴＥＬ58-8686　ＦＡＸ58-8687
■社会福祉協議会 ＴＥＬ58-6915　ＦＡＸ58-6916

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

玉城町国民健康保険玉城病院

Ⅰ　職種及び採用予定者数
　　①　看護師および准看護師　若干名　　看護助手　若干名　　　②　嘱託理学療法士　１名
Ⅱ　受験資格
　　１　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条（欠格事項）の規程に該当しない方
　　２　身体健康で伝染病疾患を有しない方
　　３－①（１）当該資格の免許を有する方（看護助手はヘルパー２級または介護福祉士免許とする）
　　　　　（２）平成21年４月１日現在50歳未満の方
　　　　　（３）玉城病院およびケアハイツ玉城に通勤ができる方で、夜間勤務が可能な方
　　３－②（１）当該免許を有する方（ただし、平成21年４月１日現在40歳未満の方に限ります）または平成22年
　　　　　　　　３月に学校を卒業し、免許を取得見込みの方
　　　　　（２）玉城病院およびケアハイツ玉城に通勤ができる方
Ⅲ　選考の方法
　　作文および口述試験（面接）　※試験日時は受付期間終了後、本人に通知します。
Ⅳ　必要書類
　　①　履歴書（自筆・写真添付）および資格免許証の写し、健康診断書
　　② 有資格者は履歴書（自筆・写真添付）および免許証の写し
　　平成22年３月末日までに資格取得見込み者は、履歴書（自筆・写真添付）、卒業見込証明書および成績証明書
Ⅴ　受付期間および時間
　　平成22年１月25日（月）～２月12日（金）まで（ただし、土・日曜日および祝日は除く）午前８時30分～午後５時まで　
Ⅵ　応募方法　　必要書類を下記の申込先に提出してください。
Ⅶ　給　　与　　①　「玉城町職員の給与に関する条例」等に基づき支給します。
　　　　　　　　②　嘱託職員の規程等に基づき支給します。
Ⅷ　お問合せおよび申込先
　　玉城病院　管理事務所　担当：田畑・藤川　　〒519-0414　玉城町佐田881番地　　電話（58）3039

『玉城病院』『ケアハイツ玉城』職員募集のお知らせ
玉城町国民健康保険『玉城病院』、介護老人保健施設『ケアハイツ玉城』では、平成22年４月１日採用予定の
職員および嘱託職員を次のとおり募集します。

有 料 広 告

（平成21年１2月31日現在）
〈人のうごき〉

人口
男
女
世帯数

15,341人 （＋26人）
7,497人  （＋7人）
7,844人 （＋19人）

5,058世帯（＋9世帯）（　）は12月1日以降の増減

編 集 後 記
　各地で平成22年成人
式があり、玉城町でも
色鮮やかな着物・凛々
しく正装をした新成人
が集いました。
　今、社会は厳しい時
代ですが、その成人た
ちの活躍を期待すると
ともに、エールをお贈
りします。

【撮影 : 広報編集委員会】
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